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Alternative onboard receiving system for LF standard frequency was assembled and evaluated since JARE53 expedition cruise. 
Omni-directional receiving system consisting of a crossed loop antenna and lock-in-amplifier achieved sensitivity of 10 µV/m 
which is enough to receive Japanese Standard Frequency (JJY) signals in the Antarctic Ocean. 
 
はじめに 
長波電波の伝搬特性は ITU-R によって標準化が進められ(ITU-R Rec. P. 684-5, 2009)、長波標準電波(Kurihara, 
2003)の電界強度を測定して、伝搬距離 4000km までの近・中距離については測定値と波線法による計算値に比較
的よい一致が得られた(Wakai et al,, 2006, Nozaki et al., 2009)。測定システムを南極観測船「しらせ」に搭載し
て 10000km を越える距離変化を測定する試みが続けられているが、伝搬距離が増大するにつれ、ノイズと信号の










アンテナ単体では全周にわたり 0.2dB 以下の安定した方位特性があるが、「しらせ」甲板上に搭載して 54 次訓練





国内での測定で使用したバンド幅 200Hz の標準型受信機は電界強度の測定下限が約 30 dBμV/m であり、信頼で
きる距離変化特性は 4000km 程度が限界であった(Nozaki et al., 2009, Tsuchiya et al, 2010)。ロックインアン
プはローパスフィルタのカットオフ周波数を変えて等価的にバンド幅を変えることができる。等価バンド幅を
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